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新

刊

紹

介

サ

イ

モ

ン

■
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
著

山
田
雄

三

•

長
谷
部
亮
一
共

訳

『

戦
後
の
経
済
成
長』

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
ク
ズ
ネ
ッ
ッ
教
授
は
国
民
所 

得
の
実
証
的
研
究
や
経
済
成
長
の
数
量
的
国
際
比
較 

の
0

究
で
名
高
し
。

本

書

は

S
i
m
o
n

 

K
u
z
n
e
t
s
,

 
p
o
s
t
!

 

E
c
o
n
o
m
i
c

 

G
r
o
w
t
h
:

 

F
o
u
r

 

L
e
c
f

 s 

C
a

 

日
 bridge, 

M
a
s
s
.
,

S
6
4
, 14

8

 p
p
.

の
全
訳
で
あ 

っ
て
、

つ
ぎ
に
し
め
す
四
つ
の
公
開
講
義
を|

冊
に 

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

r

I
講

1L
-
界
の
経
済
構
造
-
—
そ
の
相
^
^
と 

依
存
性

第
0
講
近
代
に
お
け
る
経
済
成
長
の
持
徴 

第

冚

講

第

2
次
世
界
大
戦
の
余
波 

M
1V
講

戦
後
の
#
済
成
長
—

そ
こ
に
見
い
だ 

さ
れ
る
事
実
ど
問
題
.

.
 

経
済
成
長
に
関
す
る
ク
ズ
一
不
ッ
ッ
理
論
の
特
徴 

U

経

ぶ

成

長

.と

い

ぅ

長

期

の

経

済

を

考

察

す

る

と 

き
、
経
済
の
内
部
要
因
だ
け
の
分
析
で
は
不
充
分
で

あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
経
済
の
外
部
要
因(

経
済
の 

短
期
理
論
に
お
い
て
は
、

つ
ね
に
与
件
と
し
て
匱
か 

.れ
る
人
口 

•教

育

•
技

術

•
制
度
な
ど)

と
絡
み
あ 

う
相
互
の
刺
激
を
重
視
す
る
点
に

あ
る
。

経
済
成
長
論
の
基
本
は
、
経
済
成
長
率
G
が
一
人 

当
た
り
生
産
物(

生
活
水
準)

の
成
長
率
ヅ
と
人
ロ 

成
長
率
P
の
和
に
ひ
と
し
い(

G
=

l
)

と
い
う 

関
係
に
あ
る
。

こ
の
関
係
は
、

一

つ
に
は
経
済
が
成 

長
す
る
た
め
に
は
人
口
が
成
長
し
な
け
れ
.ば
な
ら
な 

I
こ
と
を
教
え
て
い
る
し
、
同
時
に
、
他
に
は
単

に

現

 

行
の
生
活
水
準
を
維
持
す
る(

y

H

eた
め
に
^

，
r
\ 

ロ
が
増
加
す
る
か
ぎ
り
.
経
済
は
人
口
成
長
率
に
ひ 

と
し
い
だ
け
の
成
長
率(

G
=
p
)

を
必
要
と
す
る
こ 

と
を
教
え
.て
い
る
の
で
あ
る
。'こ
の
こ
と
は
、
先
進
経 

済
と
後
進
経
済
と
を
説
明
す
る
と
き
の
一
一
つ
.の
説
明 

原
理
に
通
じ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ょ
う
。

'
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
教
授
は
本
書
で
、
近

の

経

済

成

長 

，
の

特

徴

と

し

て

、

一

人

当

た

り

生

産

物

の

馨

な

上
 

昇
が
高
い
経
济
成
長
率
を

と
も
な
い
、
他
方
.に
、
 

経
済
社
会
か
構
造
変
化
が
著
し
い
こ
と
の
ゴ
つ
を
あ 

げ

.「

経

済

内

の

'個

人

の

役

割

に

直

接

関

係

す

る

ょ
 

う
な
構
造
変
動
の
諸
側
面
、
個
人
の
潜
在
的
な
高
い

I 
ニ

六

0

四
九
〇)

.
可

動

性

お
よ
び
こ
れ
ら
変
動
が
人
ロ
の
急
激
な
増 

加
と
結
び
つ
い
て
、
近
代
の
経
済
成
長
に
参
加
す
る

固
々
の
蒙

的
な
政
治
組
織
の
型
つ
ま
り
国
民
国
家

と
い
ぅ
も
の
に
た
い
し
て
与
え
る
効
果
を
問
題
に
す 

.る」
(

訳
書
四
八
べ
ー
ジ)

の
で
あ
る
。

以
上
が
本
書
の
基
本
的
着

眼

で

あ

っ

て

、

構

：
^

の 

、ハ
ッ
ク
•
ボ
ー
ン
を
な
し
て
い
る
。
そ
し
て
本
書
か 

ら
ク
ス
ネ
ッ
ッ
教
授
の
頭
の
な
か
に
整
理
さ
れ
て
い 

る

フ
レ
ィ
ム
,

オ

ブ
.
リ
フ
ァ
レ
ン
ス

(

体
系
化
と 

そ
の
枠
組
み)

を
探
る
興
味
は

'つ
き
な
い
。

そ
の 

た
め
に
も
、
教
授
の
前
作

Six L
e
c
t
u
r
e
s

o
n 

w
o
o
, 

n
o
mic 

Growth, Illinois, 1
9
5
9
.

『

経
済
成
長
_

_

六
つ
の

講
義』

(

長
谷
部
亮一

訳
、
巌
松
堂
、

一
九
六 

1

年)

を
併
せ
て
通
読
さ
れ
る
こ
と
を
勧
め
た
い
* 

な
お
、
翻
訳
の
文
章
は
平
易
で
あ
り
、
前
訳
と
同 

じ
長
谷
部
教
授
の
訳
出
で
あ
る
か
ら
、
一
一
つ
の
訳
& 

に
共
通
し
た
文
章
の
ス
タ
ィ
ル
が
で
き
あ
が
っ
て
い 

る
。
本
書
は
と
く
に
、

山
田
雄

三
教
授
と
の
共
訳
に 

よ
っ
て
、
よ
り
よ
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
解
題
と 

し
て
の
〃
訳
者
あ
と
が
き
"
が
有
益
で
あ
る
。

(

岩 

波

書
店

.
一
九
六
六
年
九
月
刊• 
B

?

一
 

六
四
頁
. 

四
〇
〇
円) 

丨
安
1!
!

正

彬

丨

:
井
上
幸
治•

入
凌
好
脩
編 

■

『

経
済
史
学
入£

:
』

本
嘗
は
、
経
済
史
研
究
の
入
門
の
た
め
の
省
で
あ 

る
と
は
い
え
、
い
わ
ゆ
る
入
れ
書
で
は
な
い
。
い
わ 

ぱ
経
済
史
な
ら
び
に
広
い
意
味
.で
の
.此
会
史
に
か
ん 

す

る

：：き

わ

め

，て

詳

細

な

文

献

史

的

研

究

で

あ

る

。 

つ
ぎ
の
よ
ぅ
な
内
容
か
ら
成
っ
て
い
る
。

総

説
編
• 

I経
済
史
学
史
、
n
日
本
に
お
け
る
方 

法
論
、
冚
時
代
区
分
論
*
.IV
世
界
史
の
発
展
段
階
、

V
資
本
主
義
経
済
論

(

西
洋
経
游
史
編
• 

I
.
古
典
古
代
社
会
、
n
封
建
社 

会
、
.In
資
本
主
義
へ
の
.
#行
、
IV

絶
対
主
義
時
代
、

V
市
民
革
命
、
VI
産

；^
革
命
、
W
産
業
資
本
主
義
時 

代
、
棚
帝
国
主
義
時
代
、.
K
社
会
主
義
経
済
の
成
立 

と
展
開
、
>
<経
済
政
策
タ
史
的
展
開
、
M
特
殊
問
題 

，
衆

洋

経

済

史

編• 

I中

国

、
n
朝

鮮

、
In
北
ア

ジ 

•7
、
IV
南

ア

ジ

ア

.

：

,
,日

本

経

済

史

編.
•
'
111
1
代
.
.
.中

世
'

0

5

^

、

m

 

近
.代

'

次

料

編
•
-新

刊

紹

.-.介

.

.以

，上
;
ご

く

大

ま

か

な

：

^
次

を

列

挙

し

た

の

.で

あ 

る
が
.：

：
こ

れ

は|&
!に
..細
か
.
.-
<
区
分
さ
.れ
、
■豊
富
な
内
.
 

溶
が
も
ら
れ
て
い
る
。

.

.

.

.

.

.

.す

な

，わ

ち

ま

ず

、

総

説

に

お

い

て

は

、

日

本

に

お 

け
る
西
洋
経
済
史
の
方
法
論
と
し
て
、
ド
イ
ツ
匿
上 

学

派

の

影

響

の

も

と

に

は

，じ

め

ら

れ

た

経

済

史
研
究 

が

唯

物

史

，観

か

ら

実

証

史

学

そ

し

て

戦

後

の

研

'
^

へ
と
進
む
過
程
が
の
ベ
ら
れ
て
お
り
、
東
洋
経
済
史 

お
よ
び
日
本
経
済
史
.に

つ

い

て

も

、
.
戦

前

と

戦

後

の 

研

究

に

つ

い

て

、

研

究

.動

向

が

詳

細

に

記

さ

れ

て

い 

る
。
本

書

の
‘
一

大

特
, &
:は

、
：
た

ん

に

戦

前

、

戦

中

お 

よ
び
戦
後
に
及
ぶ
社
会
経
済
史
、
社
会
体
制
史
に
か 

ん
す
る
研
究
動
向
を
物
語
っ
て
.い
，.る
の
み
な
ら
ず
、

• 

き
わ
め
て
詳
細
な
文
献
的
研
究
で
あ
り
、

こ
れ
ら
に 

か

ん

す

る

ほ

と

ん

ど

.す

べ

て

の

研

究

が

網

羅

さ

れ

て 

い
て
、
よ
ん
で
い
て
有
溢
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
大
変 

楽
し
い
。

た
と
え
，は
い
や
は
り
総
説
編
の
な
か
の 

「

17
U:
界
史
の
.発
展
段
階」

に
つ
い
て
み
る
に
、
ま
ず 

.
は
じ
め
に
、「

発
展
段
階
の
諸
学
説」

に
お
い
て
は
、

フ
リ
I

ド
リ
ツ

ヒ

•
リ
ス
ト
に
は
じ
ま
る
ド
イ
ツ

歴 

.史
学
派
の
経
済
発
展
段
階
説
に
た
い
し
て
、

マ
ル
ク 

ス
.々
発
^
段
階

論
、办
■対
置
さ
れ
、
(a
)
原
始
共
同
態
、

(b
)
貢
納
制
社
会
、

(«
)

奴
隸
制
社
会
、

⑷

封
建
制
社 

会
、
(e
)
資
本
主
義
社
会
、3

^

会
主
義
社
会
に
つ
い 

て
そ
の
特
殊
性
が
解
明
さ
れ
て
お
り
、「

V
資
本
主 

義
経
済
論」

に
お
い
て
は
、
資
本
主
義
の
経
済
法
則

に
つ
い
て
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

「

四
洋
経
済
史
編」

.で

.似
古
典
*
代
社
会
か
ら
、
封 

魂
社
.会
、
資
本
.主
韻
へ
.の
移
行
、
絶
対
主
義
時
代
、
 

市

民

革

命

、

産

業

革

命

'

産

業

資

本

主

義

時

代

、
it 

会
主
義
経
済
の
，成
立
と
展
開
お
よ
び
そ
の
他
に
か
ん 

し
て
、
問
題
点
を
呢
ら
か
に
し
つ
つ
、
詳
細
な
文
献 

解

題

を

行

っ

、
て

い

る

.。
，文

献

解

題

と

い

う

よ

り

文

.J
 

し
ろ
、

争
論
点
や
問
題
点
に
従
っ
て
主
要
な
文
献
を 

排
列
し
て
い
る
と
い
っ
た
方
が
当
っ
て
い
る
で
あ
ろ 

う

。東
洋
経
済
史
編
お
よ
び
日
本
経
済
史
編
に
お
い
て 

も
ほ
ぼ
同
じ
よ
.

う
な
体
裁
が
と
ら
れ
、
と
く
に
日
卞 

経
済
史
編
に
お
い
て
は
、
た

と

え

ば「

n
近
世」

へ̂
 

業)

，
の
と
こ
ろ
を
み
る
と
、

「

研
究
の
問
題
性」

、

礎
的
文
献」

，.、

「

研
究
史
文
献」

、

「

研
究
の
問
題 

点」

と
い
う
よ
う
に
整
理
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
 

「

戸
谷
敏
之
の
労
作」

、「

山
崎
隆一

一|

の
労
作」

、
あ
る 

い

は

「

商
業
韵
農
業」

に
お
：い

て

は「

土
屋
喬
雄
と

三

七

(一

四
九一

)


